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【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   1/40     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/60     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/46     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   5/30     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/525    (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   1/40    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   1/40    　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ   1/46    　　　Ｚ
   Ｂ４１Ｊ   5/30    　　　Ｃ
   Ｂ４１Ｊ   3/00    　　　Ｂ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成26年4月14日(2014.4.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の領域に記録すべき画像の色を示す色情報を取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得された前記色情報に基づいて、前記所定の領域に対して前記記
録材を付与するためのデータを生成する生成手段と、
　を備え、
　前記生成手段は、前記色情報が黒ではない所定の色を示す場合に前記所定の領域に対し
て付与する記録材の量を低減する比率が、前記色情報が黒を示す場合に前記所定の領域に
対して付与する記録材の量を低減する比率よりも低くなるように、前記データを生成する
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記所定の領域は、所定の属性を示すオブジェクトのエッジ部の内部の領域である非エ
ッジ部であることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記所定の属性は、文字または線画であることを特徴とする請求項２に記載の画像処理
装置。
【請求項４】
　前記生成手段は、前記色情報が黒を示す場合、前記所定の領域に対して黒の記録材を付
与するためのデータを生成し、前記色情報が黒ではない色を示す場合、前記所定の領域に
対して前記黒の記録材とは異なる色の記録材を付与するためのデータを生成することを特
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徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の画像処置装置。
【請求項５】
　前記記録材はインクであることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の画
像処理装置。
【請求項６】
　前記生成手段は、マスクパターンを用いて前記所定の領域に対して前記記録材を付与す
るためのデータを生成することを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の画像
処理装置。
【請求項７】
　所定の領域に記録すべき画像の色を示す色情報を取得する取得工程と、
　前記取得工程において取得された前記色情報に基づいて、前記所定の領域に対して前記
記録材を付与するためのデータを生成する生成工程と、
　を備え、
　前記生成工程において、前記色情報が黒ではない所定の色を示す場合に前記所定の領域
に対して付与する記録材の量を低減する比率が、前記色情報が黒を示す場合に前記所定の
領域に対して付与する記録材の量を低減する比率よりも低くなるように、前記データを生
成することを特徴とする画像処理方法。
【請求項８】
　コンピュータを、請求項１から６のいずれか１項に記載の画像処理装置として機能させ
るプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の画像処置装置は、所定の領域に記録すべき画像の色を示す色情報を取得する取
得手段と、前記取得手段により取得された前記色情報に基づいて、前記所定の領域に対し
て前記記録材を付与するためのデータを生成する生成手段と、を備え、前記生成手段は、
前記色情報が黒ではない所定の色を示す場合に前記所定の領域に対して付与する記録材の
量を低減する比率が、前記色情報が黒を示す場合に前記所定の領域に対して付与する記録
材の量を低減する比率よりも低くなるように、前記データを生成することを特徴とする。


	header
	written-amendment

